
別記第1号様式(第4条第3項関係)
南紀熊野ジオパーク研究助成事業応募申請書（令和３年度分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　南紀熊野ジオパーク推進協議会

　　　会長　　仁　坂　吉　伸　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者（申請者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

　令和３年度において、南紀熊野ジオパーク研究助成事業に応募したいので、南紀熊野ジオパーク研究助成金交付要綱第4条第3項の規定により、関係書類を添えて申請します。

  なお、この申請に当たり同要綱第5条の2に規定する助成金の交付の除外要件に該当することが判明した場合又は同要綱第10条第2項の規定に違反した場合には、同要綱第19条に基づき助成金の交付の決定の全部又は一部を取り消されても、何ら異議の申立てを行いません。

記

１　研究助成事業のテーマ

２　助成金交付申請額　　　（令和３年度分）金　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　　内訳　直接経費：                円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　間接経費：　　　　　　　　円

３　研究の着手予定年月日　　　令和３年　　月　　日（ただし採択決定後）

　　研究の完了予定年月日      令和４年　３月１５日

４　添付書類

 （１） 南紀熊野ジオパーク研究助成事業実施計画書（研究に要する期間を全て含むこと）

 （２） 収支予算書（年度毎に作成）

 （３） 研究者略歴

 （４） 研究機関の在籍にかかる証明書（写）（公的研究機関に在籍している方のみ）

 （５） 学位を証明できる書類（公的研究機関に在籍在籍していない方のみ）

 （６） 当該研究に関わる者の名簿（グループの場合のみ）

 （７） 研究助成金適正管理についての誓約書（公的研究機関に在籍していない方のみ）

南紀熊野ジオパーク研究助成事業実施計画書
１．調査・研究の目的及び内容

（１）調査・研究のテーマ

（２）調査・研究の目的及び内容

（３）調査・研究の意義（本助成事業に応募する理由）

　①これまでの研究活動を踏まえ、この研究構想に至った背景と経緯

　②応募者の研究遂行能力

２．調査・研究の方法

３．調査・研究のスケジュール（研究の完了予定年月日を記載すること）

別記２                                                           
南紀熊野ジオパーク研究助成事業収支予算書
１年目（令和３年度）
＜収入＞

	  科目
	  収入予定額
	   内　訳 
	   備　考

	  助成金
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜支出＞

	  科目
	  支出予定額
	   内　訳 
	   備　考

	直接経費

（物品費）


	
	 （購入物品）×（購入数）
	

	
	
	
	

	直接経費

（旅費）


	
	＠　　　　　　×泊＝
	

	
	
	
	

	直接経費

（人件費・謝金）
	
	（支払先）（支払い目的）
	

	
	
	
	

	直接経費

（その他）


	
	（使用目的）
	

	
	
	
	

	  間接経費


	
	（使用目的）


	

	
	
	
	


※年度毎に収支予算書を作成してください。

※最初の申請では研究助成を希望する期間（最長３年）の計画書を作成してください。

※記入欄が少ない場合は、A4縦で複数ページで別途記載したものを添付ください。

※間接経費は、直接経費の３０％以内の金額とします。

※経費の対象及び区分の考え方は、科研費に準じます。

※支出額は、すべて税込みで記載してください。

別記２                                                           
南紀熊野ジオパーク研究助成事業収支予算書
２年目（令和４年度）
＜収入＞

	  科目
	  収入予定額
	   内　訳 
	   備　考

	  助成金
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜支出＞

	  科目
	  支出予定額
	   内　訳 
	   備　考

	直接経費

（物品費）


	
	 （購入物品）×（購入数）
	

	
	
	
	

	直接経費

（旅費）


	
	＠　　　　　　×泊＝
	

	
	
	
	

	直接経費

（人件費・謝金）
	
	（支払先）（支払い目的）
	

	
	
	
	

	直接経費

（その他）


	
	（使用目的）
	

	
	
	
	

	  間接経費


	
	（使用目的）


	

	
	
	
	


※年度毎に収支予算書を作成してください。

※最初の申請では研究助成を希望する期間（最長３年）の計画書を作成してください。

※記入欄が少ない場合は、A4縦で複数ページで別途記載したものを添付ください。

※間接経費は、直接経費の３０％以内の金額とします。

※経費の対象及び区分の考え方は、科研費に準じます。

※支出額は、すべて税込みで記載してください。

別記２                                                           
南紀熊野ジオパーク研究助成事業収支予算書
３年目（令和５年度）
＜収入＞

	  科目
	  収入予定額
	   内　訳 
	   備　考

	  助成金
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜支出＞

	  科目
	  支出予定額
	   内　訳 
	   備　考

	直接経費

（物品費）


	
	 （購入物品）×（購入数）
	

	
	
	
	

	直接経費

（旅費）


	
	＠　　　　　　×泊＝
	

	
	
	
	

	直接経費

（人件費・謝金）
	
	（支払先）（支払い目的）
	

	
	
	
	

	直接経費

（その他）


	
	（使用目的）
	

	
	
	
	

	  間接経費


	
	（使用目的）


	

	
	
	
	


※年度毎に収支予算書を作成してください。

※最初の申請では研究助成を希望する期間（最長３年）の計画書を作成してください。

※記入欄が少ない場合は、A4縦で複数ページで別途記載したものを添付ください。

※間接経費は、直接経費の３０％以内の金額とします。

※経費の対象及び区分の考え方は、科研費に準じます。

※支出額は、すべて税込みで記載してください。

別記３      
代　表　研　究　者　略　歴
                                               　　　　令和３年　　月　　日現在

	 氏名
	
	 年齢
	

	 研究機関名
	

	 連絡先住所


	〒

℡

	 現在の職位
	　　　

	 専門分野


	

	
	


以下について、該当のある方はご記入願います。

＜論文＞

	 発表年
	 論文等題目
	掲載出版物等

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


＜学会等の研究発表＞

	 発表年
	 学会等の研究発表題目
	学会名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※記入欄が少ない場合は、A4縦で記載したものを添付してください。

別記４  
当該研究に関わる者の名簿
	 氏名
	
	 年齢
	

	 研究機関名
	

	 連絡先住所


	〒

℡

	 現在の職位
	　　　

	 専門分野


	

	
	


	 氏名
	
	 年齢
	

	 研究機関名
	

	 連絡先住所


	〒

℡

	 現在の職位
	　　　

	 専門分野
	

	
	


	 氏名
	
	 年齢
	

	 研究機関名
	

	 連絡先住所


	〒

℡

	 現在の職位
	　　　

	 専門分野
	

	
	


※記入欄が少ない場合は、A4縦で記載したものを添付してください。

別記５（公的研究機関に在籍していない方のみ）

研究助成金の適正管理に係る誓約書

　南紀熊野ジオパーク推進協議会

　　会長　　仁　坂　吉　伸　　様

　

　私は、南紀熊野ジオパーク研究助成金を応募申請するにあたり、下記事項を誓約します。

これに反した場合、研究助成金の交付決定を取り消されても異議を申し立てません。

記

１　研究の遂行において、関係する法律、規則、条例を遵守します。

２　法律等に違反する行為があった場合は、私個人が法的な責任を負います。

３　研究助成金の執行において、支出簿を作成し、適正な会計管理を行います。

４　備品・消耗品などの物品の購入、及び調査委託、情報処理などの役務の調達等にあた　っては、私個人が業者選択の公平性、購入金額の適正性等の説明責任を負います。

５　発注において不適正な行為があった場合は、私個人が賠償責任を負います。

６　本助成金は、税金その他多方面からの支援によるものであることを認識し、その使用　に関する説明責任を自覚します。

７　私は、次のいずれにも該当する者ではありません。

　ア 和歌山県暴力団排除条例（平成２３年和歌山県条例第２３号。以下「暴力団排除条　　例」という。）第２条第３号に規定する暴力団員等（以下「暴力団員等」という。）　　であると認められる者

　イ 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的　　をもって、暴力団又は暴力団員等を利用するなどしていると認められる者

　ウ 暴力団若しくは暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接　　的若しくは積極的に暴力団の活動、維持運営に協力し、若しくは関与していると認め　　られる者

　エ 暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者

８　本研究助成金の対象期間終了後において、過去の助成金執行状況の検査に協力します。

以上　

　　令和３年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名                             
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